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【一日目】

雨予報がある中、バスは早朝松岡様駐車場を出発。高速道路や道の駅でも気になるのは

空模様。

到着した池ノ平湿原では急にガスに包まれ、さすが2000ｍと納得。慎重に木道を下りてい

きました。

三方ヶ峰が近くなると、空が少しずつ明るくなり、それまでの幻想的な湿原からコマクサが

見える風景に心が沸き立ちました。 鮮やかなレンゲツツジにも出会え、雨具は着けました

が、殆ど降っていない中での２時間歩きでした。

【二日目】

予報が外れ、「曇りのち晴れ」に変わり、もしやと期待。

8時25分湯の丸スキー場駐車場・烏帽子岳登山口を出発し、地蔵峠から時計回りで湿原を

ゆっくり歩き出しました。

「小烏帽子岳」「烏帽子岳」が近くなると高山植物も増え心躍りましたが、急な登りになりま

した。コマクサが気になり写真を撮りつつも、慎重にガラガラ石をよけ2座続けて登りました。

その後分岐に戻り、いよいよ「湯ノ丸山」への急登。スピードが落ちてくる人もあり苦労しま

したが、頂上に着くとみんな安心の笑顔。

班毎の写真撮影をし下山。

レンゲツツジが見頃とあって他の登山客も多く、す

れ違いに時間を取られながらでしたが、登山道わき

には、あたり一面のレンゲツツジが圧巻でした。バス

ハイクの為時間の制約ある中、下山口のスキー場迄

５時間半での到着となりました。

ホテルでは皆さんお腹が満腹。お天気は奇跡の回

復。どなたも怪我無く本当に良かったです。

参加の皆様のご協力に感謝いたします。

Beautiful！ あたり一面にレンゲツツジ

～６・２0～２1 上信越高原 ２４名参加～
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【一日目】

池の平湿原

【二日目】

小烏帽子岳～烏帽

子岳～湯の丸山

鹿沢（かざわ）温泉 ♬
「雪よ～岩よ～」の雪山賛歌は

大正時代、京大山岳部のスキー

合宿中、この温泉でつくられた

とのこと。また、昔は現在地より

4㎞登った先にあったようです。
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